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一次産業 資材産業 製 造 業 建 設 業 エネルギー転換産業 サービス業
3.8% 15.3% 27.1% 10.6% 4.6% 38.5%
総生産額との比を昭和54年度について試算された結果は同表のようになり,資材産業の占める割合は1割5
分強である｡又,昭和65年の予測値は夫々,













主要な資材の年間消費量 (容積)の概数値 (万 m3) は,昭和55年度について
木 材 紙 セメン ト 鉄 ア ル ミ





図2 工業製品輸出特化状況 (実線 :輸出,点線 :輸入,出所 :図1と同じ)
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拡 大 造 林 再 造 林 ･合 計 i対前年比減少




























(一次産業) (資材産業) (加工 ･組立産業)
という林業と林産業が分断されたものに対して
(材料として)










































末口30mm 以上長さ 2.4m を基準として足場用材を分煩中発生する原木を充当する｡又,桟木,
枠材等の見えかくれに使用する材 (下地材)及び製函材等を中心とする｡
(-) 剃取 りでの処理 (加工法において新技術を開発し販売対象を多目的とする)
















(1)製材 :未口径 3cm 以上で長さ 2.4m 以下の未利用小径木を対象とする｡















で,各々の原木条件に適合した製造プラントの設置が必要であるが,本報では50cm 及び 1m 型レース各
一台を設置して下記の原木径,品質のものを用い,造作用集成柱芯材60%,家具用芯材,野地板25%化粧
原 木 品 質
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1m型 i14cm¢×日 m ぎ 3･0本
したがって,月間原木消費量は
レース区分 1分当り原木消費量
㌘警 芸 レー ス 上 ),｡217m3 (..75本)
l
合 計 0.0670m3
? ?? ?? ?????????
????







17.6m3 (I,418本) 405m3 (32,614本)




5.3% (同60%),生産板ロス4.2% (総剥取単板に対し50%),乾燥収縮ロス4.2% (同5.0%),乾燥単
板加工ロス3.7% (乾燥単板に対し5.0%),LVL板から仕上り芯材までのロス14.2% (LVL板に対し
20.0%)を見込むと製品歩止りは56.9%となり,製品生産量は造作用集成柱芯材 444m3/月,家具用芯材,
野地板 185m3/月,化粧用 LVL lllm3/月,合計 740m3/月となる｡ 今,使用原木価格を 10,000円/m3と
すると月間の原木代金 1,301万円,上述の工程を55人の作業者を含む65名で4.53億円の設備投資を行っ
て進めた場合,尿素樹脂などの接着剤費367.l刀門,労務費888.5万円,製造経費591.3万円,減価償却費
433.1万円と試算され (詳細は省く),製造原価は3,581万円, したがって製品原価は48,392円/m3 と見込
まれる｡原木径が大きくなって,単価が 18,000円の場合について単純計算すると原価は62,432円/m3 とな




a)長伐期物 :除伐.2回 (林令見込 13年),間伐1回 (16年),2回 (20年),3回 (25年)
h)短伐期物 ‥除伐.2回 (林令見込 10年),間伐1回 (14年),2回 (20年)
長伐期物の lha当りの間伐材材積 V(m3/ha)は
見込林齢 (胸津野 )2×撃m'戸×間懲 賢 (mv3)
13年 (42.7%) (12)2 × 3 × 300 - 12･96
16年 (34.9%) (16)2 × 4･5× 350 - 40･32
20年 (16.1%) (20)2 × 6 × 450 - 108･00
25年 (6.3%) (25)2 × 7･5× 400 - 187･50
平 均 48･8
又,短伐期物については
10年 (34.2%) (ll )2
14年 (36.2%) (14 ) 2
20年 (29.6%) (18) 2
平 均














原木姿 採木方法 未口径 長さ 材 積 価 格 単 価 用 途
id:12 A 1番 玉 10cm 4m 0.04n了 450円/本 11,250円/'m' 母屋角
2 , 5, 4, 0.01', 250 ,/ 25,000 , 夕ルキ.押角
3 ,7 4,/ 3, 0.005, 70 , 14,000 '^ 押角.杭
合 計 0.055, 770円 14,000 , (歩止り78%)
B 1番 玉 11cm 3m O.JO36m3 500円/本 13,889円/m3 母屋角
h:13ど 08Ⅴ0.007 2 ケ 4, 8/, 0.029, 960 ,/ 33,103 , 足場丸太
合 計 0.065, 1,460円 22,461 , (歩止り92.9%)
C …S^:,玉 il;lC:;m ….:…日 :§……写 …喜喜円':* 9'0,00円'ma を語.;:;4%ま,,7yt用
4 ,' 4,' 8, 0.029, 960 ,/ 33,103 , 足場丸太
合 計 0.073, 1,356 , 18,575 ,/ (歩止り104.2%)
Ⅱ A 1番 玉 13cm 3m 0.051m3 1,020円/本 20,000円/mJ 柱
2 ,/ 9, 4, 0.032', 450 , 14,062 , 夕ルキ.押角
3 ,' 5, 4, 0.010, 250 /, 25,000 ,y 夕ルキ.杭
合 計 0.093ケ 1,720 ク 18,494 ク (歩止り74.4%)
B 1番 玉 13cm 3m 0.051nf 1,020円/本 20,000円/m3 柱d:14 2 ,I lo, 3, 0.030J, 300 , 10,000 , 夕ルキ.押角
h:158 07Ⅴ0.125 3 , 4,/ 6, 0.015, 720 , 48,000 , 足場丸太
合 計 0.096, 2,040 , 21,250 , (歩止り76.8%)
C 1番 玉 13cm 3m 0.051m3 1,020円/本 20,000円/m3 柱
2 ,' 12, 1.1'/ 0.016', 144 ,/ 9,000 ,3 ノシ 0' , 1ノシ 99 ,4 I lo y O6 0 5
5 , 4,/ 6, 0.015, 720 ,y 48,000 ,y 足場丸太
合 計 0.099, 2,037 ,y 20,576 , (歩止り79.2%)
Ⅲ A 1番 玉 14cm 3m 0.059m3 1,020円/本 17,288円/m3 柱
2 ,/ 12,' 3, 0.043, 500 , ll,627 / 母屋角
3 , 6, 4,' 0.014,/ 250 ,' 17,857 ,/ 夕ルキ.押角
合 計 0.116, 1,770 / 15,258 , (歩止り105.4%)
B 1番 玉 14cm 3m 0.059m3 1,020円/本 17,288円/m3 柱2 /I ll,/ 4,/ 48, 85 , 70 , 母屋角
d:16h 3g0.81 3 / 4,' 4/, 0.006, 130 ,/ 21,666 ,7 杭.押角
合 計 0.113, 2,000 ,/ 17,699 , (歩止り102.7%)
C 1番 玉 14cm 3m 0.059m3 1,020円/本 17,288円/mJ 柱
Ⅴ:0.110 2 , 13,y 1.1, 0.018'/ 162 ,/ 9,000 ,/3 /' 2' '/ 6′シ 44 I ,I4 ll / 3, 17 'y '0 06 0 5
5 ,' 4, 6', 0.015'y 300 , 20,000 /, 足場丸太
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Ⅳ A …誓 ;…C,m 3: 冒:呂喜告 芸….5FW,笥 器o.円',m日 柱
3 , 10 , 4, 0.040, 450 , ll,250 , 夕ルキ.押角
4 , 6, 4', 0.014', 250 ', 17,857 ', /,
合 計 0.164,/ 3,195 , 19,481 , (歩止り71.3%)
三%, fl 王35 …: Z 器 円',* …喜; 0 , 日 柱
d:18 B 3 ,/ 10, 4, 0.040, 450 , ll,250 , 夕ルキ.押角
h:18elooV0.230 4 ,' 4,' 5.5,' 0.009,' 660 ,' 73,333 , 足場丸太
合 計 0.159, 3,605 , 22,673 , (歩止り69.1%)
C 誓 ,/1- 153C,/m 三: 0.:呂喜;ワ ;:含…喜円',* …喜:器3円',mS } 柱
3 ,' 12' 1.1'/ 0.016/, 144 ', 9,000 /,4 I ll, i, 3' 17 / ,5 / I6 o 1 99







表 2 採材法による歩止 り比較
探木法別 ピーリング用収得率(相 模) 丸太材積 歩止り比較(%)C-BB C-AA
Ⅰ C 60.2%(0.44m3) 0.070m3 ㊨ ll.3 ㊤ 26.2
Ⅱ C 33.3ク(0.03 , ) 0.125ク ㊤ 2.4 ㊤ 4.8
Ⅲ C 41.7ク(0.053 ) 0.110,I ㊥ 7.3 ㊥ lo.0



















今,一地区で間伐材 1,000m3の出材量とすると,前者の場合,剥取材用 579m3,下地用 280m3,合計
859m3 となり,後者では夫々,471m3,200m3,合計 671m3となる｡販売不振の足場丸太の比率を 1/3販
売とみると,製材用丸太は19%で1地区夫々 190m3,130m3(共に下地用)となる｡なお,前にあげた表
から平均単価 (円/m3)について簡単な試算を行って評価する｡間伐材の内,通直材と短尺 ･欠点 ･曲り材
の発生比率が間伐齢級や地域別,樹種別に大差がある｡そのため通直材30%及び70%の2種類を試算しそ





木材研究 ･資料 第17号 (1983)
Ⅴ
今Lu.一紀初期から実用に供された鉄筋 コンクリートの十数年の実績から百年はもつと推定されて造られた
有名な教会の建物が,半ばにして表層の剥落が著しく,対照的に,木造建物が見直されている｡さらに建物
の耐震性や店住環境材料として,或は産業資材としての諸性質からも,又,資源 ･加工エネルギーの面から
も利点の多い木質資材の産業は,わが国産業構造におけるウェイトを増すべきであると考えられる｡それが
地方の発展につながることを期待して,皆伐林業について試みた模索の1つを述べてきたのであるが,外
に,先にふれたプラスチック化などの利用方法,或は択伐林業についても検討の要があり,稿を改めたい｡
いうまでもなく,汎用木質資材は成熟材が主な原料となる｡その高度利用技術と並んで小径栽培木を含め
た諸原料による高機能木性材料開発とその利用技術-の寄与は,純粋な総合科学-の寄与とともに木質資源
科学の究極の目的である｡
- 180-
